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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】建設されたまたは建設予定の建物を、這う昆虫、特にシロアリから保護する方法
の提供。
【解決手段】アリールピラゾール系の５－アミノ－１－（２，６－ジクロロ－４－トリフ
ルオロメチルフェニル）－４－トリフルオロメチルスルフィニル－３－シアノピラゾール
を有効成分とする殺虫化合物の効果的な量を、建物の周囲または下の不連続な位置に散布
することにより、すでに建設されたまたは建設予定の建物の保護することができる。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建設されているか又はこれから建設される建物をシロアリから保護する方法であって、
　シロアリに５－アミノ－１－（２，６－ジクロロ－４－トリフルオロメチルフェニル）
－４－トリフルオロメチルスルフィニル－３－シアノピラゾールを有効成分とする組成物
を適用し、該適用されたシロアリがシロアリの巣に帰った場合に、該シロアリの巣にいる
シロアリを二次的に殺虫する前記方法。
【請求項２】
　シロアリがより頻繁に這う、移動する又は登る場所に前記組成物を施用する請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記組成物を土壌に施用する請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　土壌に施用される前記有効成分の量が、土壌の表面積１ｍ２あたり０．０５ｇから０．
０００１ｇの範囲内である請求項３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の概要】
【０００１】
　本発明の目的の一つは、すでに建設されたまたは建設予定の建物を、這う昆虫、特にシ
ロアリから保護することである。
【０００２】
　１－アリールピラゾール類の一群の殺虫活性化合物は、シロアリに対して有効な活性を
示すものとして周知である。
【０００３】
　従来のシロアリ防除作業者は、建物や家屋の周囲や下に化学物質を使用して、シロアリ
の侵入に対するバリアを形成している。しかしながら処理に隙間があれば、家屋の保護に
失敗することもある。
【０００４】
　別の方法には、シロアリを誘引する物質を含有する餌を置いて、シロアリにその餌を食
べさせ、餌に含まれる有効成分により殺す、というものがある。
【０００５】
　本発明の目的の一つは、改善した家屋保護方法を提供することである。
【０００６】
　本発明の別の目的は、処理済みの家屋の家主からの再呼出数を減少させるシロアリの処
理法を提供することである。
【０００７】
　本発明の目的は、最小量の殺虫有効成分で建物を保護することである。
【０００８】
　本発明の別の目的は、シロアリに対する建物保護程度を良好にしながら、使用殺虫剤量
を減少させることである。
【０００９】
　本発明の別の目的は、シロアリが存在するまたは存在すると思われる場所に直接処理す
る必要性を減少させることである。
【００１０】
　本発明の別の目的は、シロアリの侵入する正確な場所を探し出す必要性を減少させた治
療的処理法を提供することである。
【００１１】
　本発明の別の目的は、侵入部分が未処理である場合でさえも有効である治療的処理法を
提供することである。
【００１２】
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　本発明の別の目的は、主に侵入位置を調査しない無差別処理である治療的処理法を提供
することである。
【００１３】
　本発明の別の目的は、無形のわなのようなシロアリ処理機能を提供することである。
【００１４】
　本発明の別の目的は、バリアなしのシロアリ処理法を提供することである。
【００１５】
　本発明の別の目的は、土壌処理が主であるシロアリ処理法を提供することである。
【００１６】
　これらの目的は、本発明による方法によって達成できることが分かった。
【００１７】
　本発明は、殺虫有効量の化合物の効果的な量を建物の周囲または下の不連続位置に散布
することによって、すでに建設されたまたは建設予定の建物を保護する方法に関する。
【００１８】
　本発明で使用することができる殺虫有効物質は、接触（防除したい種との接触）により
効果があり、昆虫に対する忌避効果をもたない、好ましくは防除したい昆虫に対する忌避
効果をもたない有効成分である。
【００１９】
　本発明で使用することができる好ましい有効成分の種類は、急速ノックダウン効果（ｑ
ｕｉｃｋ　ｋｎｏｃｋ－ｄｏｗｎ　ｅｆｆｅｃｔ）はもたない化合物、言い換えると、い
わゆる二次殺虫効果、つまり当該殺虫剤による直接処理をしないで昆虫を殺す作用を生じ
る化合物である。また、建築後または建築予定の家屋または建物付近に近づいてきて処理
されたシロアリが持ち帰った場合に、シロアリの巣にいるシロアリを殺すことのできる殺
虫剤も好ましい。
【００２０】
　実用的な観点から、最も好ましい化合物は、１－アリールピラゾール型殺虫剤であり、
特に式（Ｉ）を有するものである。
【００２１】

【化１】

式中、
　Ｒ１は、ＣＮ、メチルまたはハロゲン原子であり、
　Ｒ２は、Ｓ（Ｏ）ｎＲ３、４，５－ジシアノイミダゾール－２－イルまたはハロアルキ
ルであり、
　Ｒ３は、アルキルまたはハロアルキルであり、
　Ｒ４は、水素もしくはハロゲン原子であるか、またはＮＲ５Ｒ６、Ｓ（Ｏ）ｍＲ７、Ｃ
（Ｏ）Ｒ７、Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｒ７、アルキル、ハロアルキル、ＯＲ８、および－Ｎ＝Ｃ（Ｒ

９）（Ｒ１０）からなる群のうちの一つを表し、
　Ｒ５およびＲ６は、独立に水素原子、アルキル、ハロアルキル、Ｃ（Ｏ）アルキル、ア
ルコキシカルボニル、またはＳ（Ｏ）ｒＣＦ３基を表すか、またはＲ５およびＲ６は
一緒になって一つまたは二つの酸素や硫黄などの二価ヘテロ原子で中断されうる二価アル
キレン基を形成することができ、



(4) JP 2012-167094 A 2012.9.6

10

20

30

40

50

　Ｒ７は、アルキルまたはハロアルキル基を表し、
　Ｒ８は、アルキルもしくはハロアルキル基、または水素原子を表し、
　Ｒ９は、アルキル基または水素原子を表し、
　Ｒ１０は、未置換のフェニルまたはヘテロアリール基であるか、または任意に一つまた
は複数のハロゲン原子、またはＯＨ、－Ｏ－アルキル、－Ｓ－アルキル、シアノ、および
アルキルからなる群のうちの一つによって置換されてもよいフェニルまたはヘテロアリー
ル基を表し、
　Ｒ１１およびＲ１２は、互いに独立に水素またはハロゲン原子か、ＣＮまたはＮＯ２を
表し、
　Ｒ１３は、ハロゲン原子か、ハロアルキル、ハロアルコキシ、Ｓ（Ｏ）ｑＣＦ３または
ＳＦ５基を表し、
　Ｘは、三価の窒素原子を表すか、またはＣ－Ｒ１２基で炭素原子の他の三つの原子価が
芳香環部分を形成するものを表し、
　ｍ、ｎ、ｑ、およびｒは、互いに独立に０、１、または２の整数を表し、
　但し、Ｒ１がメチルであれば、Ｒ３がハロアルキル、Ｒ４がＮＨ２、Ｒ１１がＣｌ、Ｒ

１３がＣＦ３、およびＸがＮであるか、または、Ｒ２が４，５－ジシアノイミダゾール－
２－イル、Ｒ４がＣｌ、Ｒ１１がＣｌ、Ｒ１３がＣＦ３、およびＸが＝Ｃ－Ｃｌであるか
、のどちらかである。
【００２２】
　アルキル基は、通常１～６個の炭素原子を有する。
【００２３】
　本発明の有効な１－アリールピラゾールの好ましい種類は、
　Ｒ１がＣＮ、Ｒ３がハロアルキル基、Ｒ４がＮＨ２、ＸがＣ－Ｒ１２、であって、
　Ｒ１１およびＲ１２が互いに独立にハロゲン原子を表し、及び
　Ｒ１３がハロアルキル基であるものである。
【００２４】
　最も好ましい化合物は、５－アミノ－１－（２，６－ジクロロ－４－トリフルオロメチ
ルフェニル）－４－トリフルオロメチルスルフィニル－３－シアノピラゾールであり、以
降これを化合物（Ａ）と表記する。
【００２５】
　式（Ｉ）の化合物は、周知の方法によって調製することができ、例えば、国際特許公開
番号ＷＯ　８７／３７８１号、９３／６０８９号、および９４／２１６０６号、および欧
州特許出願第２９５１１７号、第４０３３００号、第３８５８０９号、または第６７９６
５０号、ドイツ特許公開第１９５１１２６９号、および米国特許第５２３２９４０号およ
び第５２３６９３８号、に記載の方法、またはケミカル・アブストラクト（Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔ）またはその引用文献に含まれると考えられる化学合成技術の熟
練者の知識による他の方法が挙げられる。式（Ｉ）の化合物を含む組成物についても、同
様の従来技術等の教えるところにより調製することができる。
【００２６】
　本発明の実施に有利な方法は、シロアリを誘引する性質を有するあらゆる補助剤を含ま
ない製剤において有効成分を使用することである。このような誘引物質は任意に使用して
もよいが、危険を伴う可能性があり、またこのような処理を居住者や家主が嫌う可能性が
ある。周知の方法では、通常は有効であるためには誘引物質の使用を避けることができな
かった。
【００２７】
　本発明の方法は、治療的方法とともに予防的方法で実施することができる。
【００２８】
　有効成分による実際の処理は、建築される家屋または建物の輪郭の内側または外側に実
施することができる。
【００２９】
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　一般的に、有効成分または製剤を、昆虫、特にシロアリがより頻繁に這う、移動するま
たは登る場所に施用するとより効果的である。これらの場所は、特に、建物または建設予
定の建物の角および／または壁の交差する所である。また、これらは特に、家屋周囲の他
の場所よりも湿度の高い場所である。
【００３０】
　有効成分は、土壌に施用すると有利である。これは、土壌への製剤の単純な表面処理の
ほか、スプレー噴霧、混合、混和、浸漬であってもよい。
【００３１】
　土壌に施用する化合物の効果的な量は、一般に土壌の表面積１ｍ２当たりの有効成分量
が０．０５ｇから０．０００１ｇ／ｍ２の範囲内である。この範囲は、有効成分を施用す
る厳密な位置に対するものである。
【００３２】
　すでに述べたように、有効成分は不連続な位置に使用する。通常の施用量は、家屋の周
囲の処理部分が、周辺全体の１０ｍ当たりで０．５～７．５ｍ処理し、処理する場所の幅
が１～５０ｃｍ、好ましくは５～３０ｃｍの範囲となるようにする。
【００３３】
　このような施用のためには、式（Ｉ）の化合物またはその誘導体が、種々の固体または
液体状の組成物の形態であることが一般的である。
【００３４】
　使用することのできる固体状の組成物には、粉剤（式（Ｉ）の化合物、または農薬とし
て許容できるその塩を８０％を上限とする範囲に含む）、水和剤または顆粒（水分散性顆
粒を含む）があり、特に押し出し成形、圧縮成形、顆粒担体の含浸、または粉体から開始
して顆粒化によって得られるものである（式（Ｉ）の化合物、または農薬として許容でき
るその塩の水和剤または顆粒中の含量は約０．５～８０％の間である）。式（Ｉ）の化合
物または農薬として許容できるその塩を一種または複数種含む固体の均一または不均一組
成物、例えば顆粒、ペレット、ブリケット、またはカプセル、をある期間中の静水または
流水の処理に使用することができる。同様の効果は、本明細書記載の水分散性濃厚物を徐
々にまたは断続的に供給することで達成することができる。
【００３５】
　液体組成物には、例えば、水性または非水性の溶液または懸濁液（乳剤、エマルション
、フロアブル、分散液、溶液など）またはエアロゾルが含まれる。また液体組成物には、
液体であるかまたは使用時に液体組成物、例えば水性散布液（少量または微量散布液を含
む）または煙霧もしくはエアロゾルを形成する組成物の形態である、特に、乳剤、分散液
、エマルション、フロアブル、エアロゾル、水和剤（または散布用粉末）、ドライフロア
ブルまたはペーストが含まれる。
【００３６】
　液体組成物、例えば乳化可能または溶解性の濃厚物の形態では、最も頻繁には約５～約
８０重量％の有効成分を含み、一方そのまま使用できるエマルションまたは溶液の場合で
は、約０．０１から約２０％の有効成分を含む。溶媒のほかに、乳化可能なまたは溶解性
の濃厚物は、必要であれば安定剤、界面活性剤、浸透剤、腐食防止剤、着色剤、粘着剤な
どの適当な添加剤を約２～約５０％含むことができる。任意の必要な濃度のエマルション
は、特に施用に適したものであり、上記濃厚物を水で希釈することで得ることができる。
これらの組成物は、本発明で使用することのできる組成物の範囲内に含まれる。エマルシ
ョンは、油中水型または水中油型の形態をとることができ、高濃度であってもよい。
【００３７】
　本発明の液体組成物は、通常の農業用途への使用に加えて、例えば、構内、屋内または
屋外の貯蔵庫または加工区域、静水または流水用容器または装置を含む、節足動物（また
は本発明の化合物により防除できる他の害虫）の群がるまたは群がりやすい基材や部位の
処理に使用することができる。
【００３８】
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　これらすべての水性分散液またはエマルションまたはスプレー混合物は、任意の適当な
手段、主として噴霧器をもちいて施用することができ、通常１ヘクタール当たり約１００
～約１，２００リットル程度のスプレー混合物の割合で使用されるが、必要性または使用
法に応じてこれよりも高くても低くても（例えば少量または微量）よい。
【００３９】
　濃厚懸濁液は、噴霧器で使用することができ、沈降しない安定な液体生成物となるよう
に調製され（微粉砕）、通常は約１０～約７５重量％の有効成分と、約０．５～約３０％
の界面活性剤と、約０．１～約１０％の揺変性付与剤と、約０～約３０％の消泡剤、腐食
防止剤、安定剤、浸透剤、粘着剤などの添加剤、および担体としての有効成分の溶解性が
低いまたは不溶性である水または有機液体を含む。ある種の有機固体または無機塩類を、
担体中に溶解させて、沈降防止に役立てたりまたは水に対する不凍剤としたりすることが
できる。
【００４０】
　水和剤（またはスプレー用粉末）は、通常は、約１０～約８０重量％の有効成分と、約
２０～約９０％の固体担体と、約０～約５％の湿潤剤と、約３～約１０％の分散剤と、必
要であれば、約０～８０％の一種または複数種の安定剤および／または浸透剤、粘着剤、
固化防止剤、着色剤、などの他の添加剤と、を含むように調製される。これらの水和剤を
得るために、有効成分を、追加の物質（多孔質充填剤に含浸させたものでもよい）と適当
な混合機で完全に混合し、ミルまたは他の適当な粉砕機で粉砕する。こうして有利となる
湿潤性および懸濁性をもつ水和剤が製造される。これらは、水中に懸濁させて、任意の所
望の濃度とし、この懸濁液は非常に有利に使用することができる。
【００４１】
　「水分散性顆粒（ＷＧ）」（容易に水に分散可能な顆粒）は、水和剤の組成とよく似た
組成を有する。これらは、水和剤で述べた製剤を顆粒化することで調製することができ、
湿式経路（微粉砕した有効成分を、不活性充填剤と少量の水、例えば１～２０重量％、と
接触させるか、または分散剤またはバインダーの水溶液と接触させ、その後乾燥とふるい
分けを行なう）または乾式経路（圧縮成形後に粉砕およびふるい分けを行なう）のいずれ
かにより行われる。
【００４２】
　一般に、害虫に対して使用する組成物は、通常は約０．００００１重量％～約９５重量
％、より詳細には約０．０００５重量％～約５０重量％の一種または複数種の式（Ｉ）の
化合物、または農薬に許容されるその塩、または全有効性分を含む。
【００４３】
　以下の実施例は、本発明の実施法について当業者の理解を助けるためのものである。本
発明の限定または制限のために使用するべきものではない。
【実施例１】
【００４４】
　シロアリの通過するまたは移動する領域において、家屋を建設する計画をする。この計
画では、家屋は１５ｍ×１０ｍの長方形であり低い方の階に４つの部屋ができるとする。
【００４５】
　化合物（Ａ）を、土壌に対して０．０１ｇ／ｍ２の割合で、次図に従って家屋の角とな
る位置および各部屋の壁の交差する位置の土壌上に実際に置く。
【００４６】
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【化２】

【００４７】
　処理領域は、周囲１０ｍ当たりで５ｍを表している。
【００４８】
　家屋建築の１年後に、シロアリの侵入は認められない。
【００４９】
　同様の実験をクロルピリホスについて行なうと、著しいシロアリの侵入（壁の部分に体
積の１０％を超える穴ができた）が観察できた（家屋建築の１年後）。
【実施例２】
【００５０】
　有効成分を家屋周囲の内側に使用することを除けば、実施例１を繰り返す。言い換える
と、実施例１とは、施用位置が壁の反対の面に位置することだけが異なる。実施例１と同
様の結果が得られた。
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